
   
 

     

 

 



  

      

   

     

    









 

 



一
各
章
に
数
点
の
写
真
を
掲
げ
、
本
文
の
理
解
を
助
け
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

ニ
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
英
語
テ
ク
ス
ト
は
、

R
i

c
h
a
r
d
P
r
o
u
d
foot

,
 

A
n
n
 T
h
o
m
p
s
o
n
 a
n
d
 D
a
vi

d
 S
c
ot
t
 

K
a
st
an, 

eds., T
h
e
 A
r
d
e
n
 S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
 C
o
m
p
l
et
e
 W
o
r
k
s
 (
S
u
r
r
ey
:
 

T
h
o
m
a
s
 N
e
l
s
o
n
 a
n
d
 S
o
n
s
 Ltd., 
1
9
9
8
)
か
ム
名
引
田
~
し

た
。
芝
居
の
邦
題
は
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
『
冬
物
語
」
『
テ
ン
ペ
ス
ト
」
な
ど
、
最
も
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

も
の
を
用
い
た
。
テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
、
幕
、
場
面
、
行
を
、
た
と
え
ば
一
・
一
．
―
-
（
第
一
雅
第
一
場
第
一
―

行
）
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
邦
訳
は
、
既
存
の
翻
訳
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
訳
を
用
い
た
。

三
作
品
名
（
芝
居
、
書
籍
ほ
か
）
に
つ
い
て
は
、
「
」
で
く
く
り
、
初
出
時
に
原
則
と
し
て
原
綴
と
、
芝
居
の

場
合
は
必
要
に
応
じ
て
初
演
年
を
（
）
内
に
表
示
し
た
。

四
年
号
は
、
原
則
と
し
て
、
引
用
文
を
含
め
て
、
西
謄
で
統
一
し
た
。

五
本
文
中
の
引
用
文
や
重
要
概
念
は
「
」
で
く
く
っ
た
。

六
必
要
に
応
じ
て
、
人
名
、
固
有
名
詞
、
重
要
概
念
な
ど
の
原
語
を
（
）
内
に
記
し
た
。

七
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
―
つ
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
、

2
⑤
参
照
）
。
こ
の
語
は
、
文

脈
に
応
じ
て
、
上
派
、
実
演
、
実
践
な
ど
と
記
す
こ
と
も
あ
る
。

八
引
用
・
参
照
文
献
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
巻
末
の
文
献
目
録
に
掲
載
し
、
各
章
の
註
に
は
、
著
者
の
姓
と
引
用

ま
た
は
参
照
し
た
頁
番
号
の
み
を
記
し
た
。
同
一
著
者
が
複
数
の
文
献
を
執
箪
し
て
い
る
場
合
は
、
著
者
の
姓

と
文
献
の
タ
イ
ト
ル
（
の
一
部
）
を
記
し
た
。
英
語
の
紙
媒
体
と
電
子
媒
体
の
文
献
表
記
は
、

M
L
A
(
M
o
d
e
m

L
a
ng
u
ag
e
 A
s
s
o
ci

at
i

o
n
)
の
方
式
に
準
じ
た
。
外
国
語
文
献
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
、
日
本
語
文
献
は
五
十
音

順
に
並
べ
た
。

九
韓
国
人
、
朝
鮮
人
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
表
記
に
従

い
、
漢
字
（
カ
タ
カ
ナ
）
ま
た
は
カ
タ
カ
ナ
（
漢
字
）
で
記
し
た
。
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